


第 五 回 大 會 學 術 講 演 要 旨

昭和12年5月2日(R)

於 新潟市イ ク リ ヤ軒 自8.30

(1) Sardine oil及びHerring oilの電氣的虐理（第1報） 日本海電氣株式含計 帥 保 榮 男氏(8 分）
適営なる電解活析装慨によりSardine oil及びHerring o:lを精製なさん と試み， 先づSardine oil巾に苛性

ソ ー ダ， 濃硫醜炭酸 ‘ノ ー ダ等を入れ交流にて電氣博迅性を調べたり， 以下其の結果に就て述べん。

(2) 酸・イミド類の電解的還元ーnーフェニ）し琥珀酸イミド及びマレイン酸イミド
大阪府女子専門翠校 櫻 井 武 平氏(13分）

前者は第1段の遠元によりてn-フェ ニ ルビロリト・ ソを， 第2段の遠元によりてnー フェ ニ ルビロリヂソを生ずれ
ど， 後者はマレイソ酸及びアソモ ニ アに分解し， マ レイン酸が還元を受く。

(3)金罵マグネシウム上の銀電鍍 満鐵中央試瞼所 千 葉 喜 美氏(8 分）
金閲マク＇ ネシウムの防蝕を目的として耐蝕性金屍をもつて被裂するに岱り中問肝としての銅勾鍍をなす。金属 マ

グネシウムを適裳に酸化し硝酸銀溶液にて表面臨理をなしたる後水溶液中にて銅雷鍍する方法に就て述べる。

(4)金麗熔射装置の電氣的特性 東京工業大躾建築材料研究所 武井 武氏 星 野悦氏(18分）
熔懃金島を黙縮空氣で吹飛ばし任意の物埜表面に吹き附けて金砒被朕を形成する方法を金蜀熔射法と云ふo此の

際熔融熱源として電弧を用ふる ものと， 酸素ーアセチレン姻を用ふるものとがある。前者を霊熔法， 後者を瓦斯熔
法と呼ぶ。電熔法は主として本邦に於て質施されてゐる。

本研究に於ては電熔型熔射装四の雷氣的諸特性を直流及び交洗の雨者に渉つて竹訟した結果を報告し， 操作上の
嬰鮎に就て考察を行ふ。

(5)高温度に於けるラマン放果

(6) チタン含有硝子の電氣的性質

東京工業大學物理化襖数室 永廻登氏 落合和男氏(10分）

選信省電氣試瞼所第五部 宮 城 精 吉氏(8分）
チクソ含有硝子の固氣的性質に闘しては其の一部を牲て本誌（昭和10年12月）に登表した所であるが， 其の

後各種硝子にチクン添加せる場合の宜瞼結果を取靱め報告し度い。

(7)電氣材料「滑石磁器」の重要なる諸性質に就て 東京工業大果建築材料研究所 鈴 木 信 一氏(15分）
雷氣材料「滑石磁器」に闘しては我園に於ても近時猥く 一般の注目を惹く所となつたo滑石磁器は滑石又は凍石

を主原料とする高滑石型と韮宵石を主成分とする但滑石型とに分類し得られ， 更に之を歴史的浚展過程に見るなら
ば原石加工物を燒成Lたことに濫絹するo然るに滑石は底面に平行なる剪開を有し， 之を燒成すると大小無敷の
裂を生じ其の不都合なることは葉片朕組織を有せざるステアチット燒成品の比ではない。 一 方消石原料は朝鮮の諸
地方及び滴洲國大石橋附近等に莫大なる埋祓証を有する。

本研究所に於ては原石加工品の特殊燒成法及び高周波用電氣材料たる高滑石型並に耐熱電氣磁器たる低渚石型等
に就て廣範園の宜験を行ひ之が工業化を企図してゐる。

(8)紫外線， X線 r 線が固證絶縁物の電氣的性質に及ぼす影響に就て
東京工業大學建築材料研究所 消 水 定 吉氏（18分）

固證絶緑物を流れる電流に及ぼす光の影響に就ては， B. Gudden, R. Pohl其の他多くの研究者に依り吟味され
てゐる。此の現象は理論的に興味ある のみならず． 賀際的には表題の如き波長の短いraysが各稲絶繰材料（例へ
ばX線管並に装匹，水銀盤流器等に使用のもの）の絶殺能力を低下する原因と なるが故に注目すべきである。

本報告は固腔絶縁物の電氣博忠の機構に立ち入る 一助として基礎的に試みた宜験結果の報告である。郎ち固閤絶
縁物内の雷荷の運搬者が． 之等のraysに依り て如何に影響するかを吟味した結果に就て述ぺる微定である。

自10.20

(9)但温に於けるアルカリ蓄電池の性能に就て

東京帝國大躾エ學部應用化學科 祖山直人氏 阿部一 男氏（18分）
(10)空氣電池の研究（第4報） 我國及び外國製空氣電池， 乾電池の特性

選信省電氣試験所第五部 牧 野 三 郎氏(8 分）
空氣電池は佛國に於てはLe Carbone會祉よりFerycell及びA D Cellが， スイスに於てはLeclanche會社

よりOxair cellが， 米國に於ては，National Carbon會祉よりEveready air cellが， 我國に於ては古河電氣エ
業株式會社よりAD曹逹電池が販費されてゐる。之等に於て最も級秀とされてゐるのはLe Carbon合祉製のAD
Cellであらう。即ち獨逸唯一の空氣電池製造會祉たるDeut!SGhen Kohlebiirsten und Elemente Fabrik の電池

休　憩



(11) 

(12) 

(13) 

は Le Carbone 會祉の技術に依り製作されてゐる勁より見ても思考出来る。電氣試験所に於ては一昨年以降主と
して燿話用の空氣虚池の製造研究を絞行して其の結果を報告した。 今回 Le Carbone 會社製電池を購入して其の
特性を開ぺた故報｛片する。

腰糖蜜よリカリ回牧法（第2報）

吸着水分よリ見たる繊維素（第1報）

東京工業大吼電氣化界科 ）JII籐典丘郎氏

酷酸繊維素と脱脂綿の電磁波吸牧的研究
京都帝國大界化傑研究所 志ガ盆三氏

相川秀雄氏 (10 分）

上田静男氏（ 18 分）
虚磁波吸牧分散と含イi水分の隣係は既に敷回翌表せる虞にして郎ち繊維虹粒子に吸刑された水分は皆一様に吸滸

されて居るのでは無く， 吸沼力の差に依り電磁波吸牧分散様式が異なることを認め之より吸箔水分形態を論じた。
今同は酷酸繊維索と脱脂綿との対磁波吸牧様式を 30 '-110℃, 50ー6,000 "" 範園に於て比較し吸殖された水分形

態から附者を比較研究せんとす。

重水の電解濃縮（第3報） 理化限研究所 野 口 孝 頂氏（ 13 分）

(14) NaCl 及び NH4 Cl 水溶液の交流に依る電解（第1報）
・ 大阪帝國大堺エ撚部應用化學数室 石 野 俊 夫氏 (18 分）

各種金応を霊極として NaCl 又は NH4Cl 水溶液を交流に依り電解する場合には， 其の結果は福々にして或る場 
合には水素を翌生しつ'>- NaOCI 又は NH2Cl を生成する事あり。又或る場合には金罷イオンの箪なる溶出， 析出 
する事あり。又全然冗解反應の生ぜざる楊合あり。著者は之等の反應の測定結果より其の機構を定性的乍ら説明を 
試み，f，＇,]且つ電解中の交流波形の歪より其の二， 三の場合に電解反應の状態を考察したる結果を報告せんとす。

昼 食 30 分

(15) 燐酸アルミニウム鏃よリアルミナ及び燐酸製造法（第1報）北大東島産燐酸アルミニウム簑に就て

云 12.00七 ゴ・

自 1.30． 

東京工業大慇電氣化學科 加藤典五郎氏 舟木好右衛門氏 (10 分）
本編は燐酸アルミニウム錮を硫醗及びアムモニアを利用して純アルミナと燐数との工業的研究の一部をなすもの

で主として該傲石の怪朕， 性只及び品位等を述べる。

(16) 石膏と尿素との結合物に開する研究 東京工業大鬼霜氣化躾科 加）籐典五郎氏 杉野喜一郎氏 (18 分）

(17) ア）しカリ土金属混合堕浴よリマグネシウムの電解析出
早和田大躾理工學部應用化學科 富井六造氏 進藤喜信氏(13分）

本部1,'にては屯として BaCl2 CaCl2 MgCl2 の各 2 成分系の冷却曲線を求め， 次に 3 甕混合物の最低凝固貼を求
め之に MgO を混合せる際の最低凝固罪を探索し之等混合物熔融浴より Mgを電解析出したる結果に就きて述べ
んとす。

(18) アルミニウム電解精製に開する研究（第1報） Al Ch-NaCl 混合熔融墜法に就て
滴鐵中央試瞼所無捜化挫科電氣化學研究室 緑川林造氏 ’ 安井堅二氏 (13 分）

アルミニウム電解精閥に関してほ従来種，，，の方法が提案されてゐるが演者等は金関アルミニウムの融勁以下に於
て電解可能であり， 又電解浴原料供給が容品にして 1lつ安似である勁より A!Cl3-NaCI 混合熔融墜を電解浴とする
方法を選ひ殺備宜験を行つたo其の結果陰極に混入する不純物の大部分は Fe であつて Fe の少ない電解浴を用
ふれば高品位のアルミニウムが陰極に得らるる市を認めたo其の他本電解浴の諸種の性質につき穴験を行つたので
其の結果を述べる。

(19) 弗化物浴法による MgO ょリの Mg製造に開する研究（第3報）
MgF2-BaFz-CaF2 熔融浴とMg-Ba との平衡

東北帝國大限エ恩部化墨エ學科 伏屋義一郎氏 佐々木熊三氏 鳥谷部敏男氏(13 分）

第 1 報に報告したMgF2 40%, BaF2 42%, CaF2 18J,6の熔融浴にMgO を添加し雷解する時にMg中に Ba
が必然的に入り来るものなるや否やを知るため上記 3 成分浴とMg-Ba との平衡を 950℃にて測定したがMg
中にほ全く Ba が入り来らぬことを認めた。

(20) 同上（第4報') MgF2-BaF2-CaF2 熔融浴の密度及び其の内への MgO の溶解度の測定
東北帝國大學工學部化學エ學科 伏屋義一郎氏 箔藤義雄氏 古橋壽洲武氏 山田清隆氏(13 分）

弗化物浴法にて Mgを電解製造する際 Mg採取のために 3 成分電解浴の密度を知る必要を認め 1,OOO~1,050℃

にて測定しそれより 950℃にての密度 3.44 なるを知つた。 又 MgO の溶解度を測定し 950 ~1,000℃にて約
0.06％なるを知つた。
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